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○作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所又は日陰などの涼しい休憩場所を設ける。 

○水分や塩分を補給するためのものや身体を冷やす冷たいおしぼりなどを備える。 

○作業中の暑熱環境の変化がわかるよう、熱中症指標計等によりWBGT測定を行う。 

 

 
○健康診断結果などにより作業者の健康状態をあらかじ

め把握する。また、熱中症の発症に影響のおそれがあ

る糖尿病、高血圧症、心疾患、じん不全等は要注意。 

○睡眠不足、下痢等の体調不良、前日の飲酒、朝食の未

摂取は、熱中症の発症に影響を与えるおそれがあるの

で、作業前に聞き取りなどにより確認する。 

作業を管理する者や労働者に対して①熱中症の症状②熱中症の予防方法

③緊急時の救急処置④熱中症の事例について教育する。 
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(1)作業環境の面から 

(3)健康の面から 

(4)教育の面から 

熱中症は、屋外作業に限らず、屋内作業においても発生しています。 

熱中症に対しては、正しい知識と適切な予防対策や応急措置が必要です。本格的な夏を迎える前から、熱中症の

予防対策を計画的に進めましょう。 

○作業休止時間、休憩時間を確保し、高温多湿作業場

所での連続作業時間を短縮する。 

○計画的に熱への順化期間※（７日以上）を設ける。 

○作業服は、透湿性及び通気性の良いもの、直射日光

下では、通気性の良い帽子等を着用する。 

○高温多湿作業場所の作業中は、巡視を頻繁に行い、

水分・塩分の摂取、健康状態を確認する。 

 

 (2)作業の面から 

 

COOL! 

身体を冷やすもの・設備 

糖尿病、心疾患、 

高血圧症、じん不全は？ 

朝食は食べた？ 

順化期間OK！ 

職場巡視OK！ 

熱中症とは 

１ 熱中症予防対策 

日除け 

厚生労働省発表資料 

熱中症による死亡災害の業種別発生状況 

 （H22～26年 全国） 

 十和田労働基準監督署 

ナトリウム濃度は 
40～80mg/100ml 

14時～16時は熱中症多発時間帯 

休憩時間を長めに 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 熱中症の症状と分類 

３ 救急措置 

 熱中症とは、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分のバランスが崩れたり、体内の調

整機能が破たんするなどして発症する障害の総称で、表１のような様々な症状が現れます。 

熱中症対策の詳細は、厚生労働省のホームページ等を参考としてください。※順化期間とは、熱に慣れ、暑熱環境に適応させるための期間 （H27.5.20） 

熱中症を疑う症状については、「２ 熱中症の症状と

分類」の表1を参照してください 

あらかじめ、病院・診療所などの所在地や連絡先を把握するとともに、緊急連絡網を作成し、関係者に周知

してください。 


